
1 研究の動機

３年でナミアゲハ、４年でツマグロヒョウモン、
５年でシジミと、種類をかえながら卵から幼虫そ
して成虫になるまでのちょうの成長のしかたにつ
いて研究してきた。観察からたくさんの発見をす
ることができたが、同時に新しい疑問もたくさん
生まれた。ちょうについての研究の総まとめとし
て、残っている疑問をナミアゲハで調べ、ちょう
の成長のきまりをより深く見つけたいと考えた。

2 研究の内容

（1）問題１
ふかしたばかりの幼虫は、卵のからを必ず

食べるのか。
〈予想と方法〉
図書館の本には、卵のからを食べると書い

てあるけど、この3年間の研究の中で、食べな
い幼虫もいたから、必ず食べるわけではない
と思う。
できるだけたくさんの卵をとってきて毎日

観察し、ふかしたときに残った卵の様子をく
わしく調べて、食べた幼虫の割合を調べる。
〈結果と考察〉

予想通り卵のからを食べない幼虫もいた。
食べない幼虫は13％近くはからを食べるので
多くの幼虫はふかしたらすぐにからを食べる
けどなかには、食べない幼虫もいることがわ
かった。と中で食べることをやめてしまう幼
虫がいたのにはおどろいた。一度口にしたら
食べ続けると思っていた。

（2）問題２
ふかするまでの卵の成長（変化）のきまり

を見つけたい。

〈予想と方法〉
中の幼虫が大きくなるにつれて、色もこく

なるから、卵の色のかわり方は、クリーム→
黄色→茶色→黒と決まっていると思う。大き
さはえさを食べるわけではないから大きくな
らないと思う。
できるだけたくさんの卵をとってきて、ふ

かするまで育て、毎日、卵の色と大きさを観
察する。
〈結果と考察〉

23日間の観察結果の一部

うんだばかりの卵は一つしかなかったし、
うっかり大きさをはかりわすれたのではっき
りしたことはわからないけど、卵の大きさは
変わらないことがわかった。平均すると
1.04mmでとっても小さい。うまれたばかりの
幼虫は約3mmだから、赤ちゃんは卵の中にま
るまってぎゅっとつまっているじょうたいに
なっているのだろう。
色は予想と通りクリーム→黄色（茶色）→

黒と変化することが多いけど、卵によって変
化の仕方がずいぶんちがっていることがわか
った。卵の色の変化は中の赤ちゃんの体の色
の変化に関係しているからだと思う。3年生の
アゲハの研究で卵は5日目にうかすることがわ
かったので色のだいたいの日数を出してみた
けど、うんだばかりの卵を集めることができ
なかったし、色の変化が卵によってすごくち
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8 ナミアゲハのたまごと幼虫の成長
〈県学生科学賞・県科学教育振興委員会賞〉イ　横糸にはねばねばしたえきがついている、

このえきをねんきゅうと言う。
ウ　くもは巣をい動する時たて糸の上を歩く
エ　横糸の上を歩いても足に油のようなえき
が出ていて糸がつかないようになっている。

（8）くもは、どんなえさが好きなんだろうか。
方　法　

ア　１つの巣にしゅるいのちがう虫を同時に
入れる。（ジョロウグモ）

・あり　・ちょう　・蛾　・こおろぎ
結　果　　

ア　巣の四方に虫を同時に入れた。
〈あり〉動かない。
〈蛾〉バタバタ羽を動かす。
〈ちょう〉時々羽をバタつかす。
〈こおろぎ〉じっとしている。
イ　くもは、蛾に反のうしてすばらくだきか
かえ食べ始めた。

わかったこと　

ア　4しゅるいの中で１番好きなのは蛾だった。
イ　蛾は羽で巣をゆらし続けていた。くもは
蛾の場所がわかりやすかったのだと考える。

ウ　くもは、巣を細かくゆらす虫が好き。
（9）くもは巣をゆらすことによってにせ物のえ
さに反のうするのだろうか。
方　法　

ア　巣ににせ物のえさをのせてしん動させる。
・鳥の羽　・えのきだけ　・紙　
・かんそうわかめ　・死んだちょう
①　ピンセットでゆらす。
②　電動ハブラシでゆらす。

結　果　

わかったこと　

ア　手でゆらしても反のうしない。
イ　電動ハブラシにはすべて反のうした。細
かいしん動によってえさの場所がわかる。

〈写真の説明〉
電動ハブラシの
ゆれにだまされ
たくも。

3 研究のまとめ

・くもの糸は糸いぼから出る事がわかった。糸
には使い道によってしゅるいがある。

・くもの巣には、色々な形がある。巣のはり方
もしゅるいによってちがう。

・くもの巣は虫取りあみの役目をしながら、し
ん動によって場所を教える役目もする。

・巣はこわされても、修理をする。
・巣の糸にはそれぞれ役目がある。外わくは全
体とささえ、たて糸はい動の足場となり、横
糸は、虫を巣にはりつけてしまう役目をする。

4 研究を終えた感想

この研究を始めるまでは、私は、くもを「悪い
虫」と、思いこんでいたし、くもの巣も気持ち悪
いものでしかなかった。
でも、調べていくうちに、くもは人間にとって

庭や畑の害虫を食べてくれるいい虫なのだと思え
るようになったし、くもの巣のでき方や、巣の仕
組みのすごさにびっくりし、くもの事も、くもの
巣の事も、もっともっと調べたくなっていった。
気がつくと、私はいつも、くもの巣をさがして

いるようになった。旅行先でつかまえたコガネグ
モが、卵を生んだ時は、とってもうれしかった。
いそいで本で調べてみると卵の数は約1500個で、
卵がかえるまでに5日～20日と知り、生まれてくる
子グモがにげないように、あわてて飼育箱にスト
ッキングをかぶせた。卵は、まだかえらないので、
そのまま観さつを続けようと思う。
くもにあげるえさ取りや、実験に使う虫集めが

毎日とても大変だったけれど、家族みんなに手伝
ってもらい、先生にアドバイスをもらいながら、
夏休み全部を使った長い研究をやりとげる事がで
きた、家族のみんな、先生、そして「くもさん」
ありがとう！

（指導者　熊谷美香子）
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約16日間で幼虫からサネギになることがわ
かった。思ったより早くておどろいた。だっ
ぴの回数は、どの本にも４回と書いてあるけ
ど、私の観察では４回か５回だということが
わかった。１回目のだっぴはじかしてから平
均すると7.4日、２回目は10.3日、３回目は
13.5日、４回目は15日だった。ふかしてサナ
ギになるまでに平均するとおよそもとの体の
18倍成長することがわかった。アゲハの幼虫
の成長はものすごくおどろいた。体の色は大
きくまとめると予想通り茶色がだんだんこく
なり最後はきれいな緑になることがわかって
５段階ぐらい色がかわるのですごいと思った。
サナギになる前に死んでしまう確率が43％で
自然の世界は、すごくきびしいんだと思った。

（6）問題６
日方の当たり方や食べる葉の種類の条件を

かえると幼虫の成長の仕方にちがいが生まれ
るか。
〈予想と方法〉
①　日方の当たり方
植物も日方が当たるとでんぷんがつくられ

大きく成長するし気持ちがいいから、日光が
当たる方が育つと思う。
日光あり３びきを外の日かげにおき、日光

なしを私の部屋のベットのしたにおき成長の
様子を観察しくらべる。入れ物やえさの種類、
量はなるべく同じにする。
②　新芽か本葉か
本葉は緑がこくて養分が多いから、新芽だ

けだとあまり大きく成長しないと思う。
４ひきの幼虫には新芽だけを食べさせ続け

て、３びきは本葉だけを食べさせ続けて成長
の様子を観察しくらべる。入れ物、おく場所
を同じにする。
〈結果と考察〉

日光の当たり方の結果

新芽か本葉かの結果

日かげの方が日なたとくらべ平均して2.6cm
も大きく成長したし１ぴきも死ななかったの
で予想とちがって日なたより日かげの方が成
長がいいことがわかった。ただ実験をしてい
る間雨がふる日が多くて日光が十分にあたら
なかったし、虫かごの中だと日光があたると
ずいぶんあつくなってしまうことが、日なた
の幼虫の成長が悪い原因かもしれない。部屋
の中のかごの葉はすぐにかれてしまうので、
新しい葉をどんどん入れた。幼虫はかれた葉
を食べないので自然の中では日なたの方が日
かげより成長がいいかもしれない。もっと条
件をしっかりそろえなければいけなかったと
思う。
新芽を食べていた幼虫の方が本葉より3.7cm

も大きく成長したし、１ぴきも死ななかった
ので、予想とちがって本葉よりも新芽を食べ
る幼虫の方がよく成長することがわかった。
ただ幼虫の育ち具合によって初めは新芽で、
大きくなたら本葉を食べるのが成長にとって
は一番いいと思う。

3 感想

全部で11の疑問を追究してみて、はっきりとし
たきまりを見つけるには、ものすごくたくさん実
験をしないといけないことに気づいた。また、卵
で55％幼虫で43％が死んでいくのを見てきて、生
き物の命の大切さをあらためて感じた。幼虫のだ
っぴのしゅん間、卵のからを食べるしゅん間、う
んこをするしゅん間など、いろいろな様子を観察
することができた。そのしゅん間をデジカメでと
り一冊のアルバムにまとめることができてとても
うれしかった。４年間続けたちょうの研究は、小
学生時代の私の宝物として大切にとっておきたい
と思う。
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がったのでよくわからなかった。でも結果か
らするとクリーム色は２日ぐらい、黄色は１
日か２日ぐらい、黒は１日といえる。
ふかする確率が55％なのでおどろいた。だ
から成虫はしそんを残すために、たくさんの
卵をうむんだと思う。

（3）問題３
たまごのからを食べる、食べないによって、
幼虫の体の成長にちがいが生まれるのか。
〈予想と方法〉
人は、うまれたばかりの赤ちゃんの時、お
母さんの初乳をのむことで病気にかかりにく
くなるという。たまごのからの中にも特別な
栄養があると思うので全く食べなかったり少
ししか食べなかった幼虫は全部食べた幼虫と
比べて成長が悪くなると思う。
ふかした幼虫をサナギまで育て卵を全く食
べなかった幼虫と少しだけ食べた幼虫と卵を
全部食べた幼虫の体の大きさや様子を観察し、
くらべる。
〈結果と考察〉

卵のからをぜんぜん食べなかった幼虫は、
全部食べた幼虫と比べ1.8cmも小さかったし、
死んでしまう確率も43％多かったので、予想
通りからを食べなかった幼虫は全部食べた幼
虫より成長が悪いということがわかった。や
っぱり卵のからには大きく成長するための特
別な栄養があると思う。ただぜんぜん食べな
かった幼虫と少し食べた幼虫を合わせても5ひ
きしかいないし、その中でサナギになったも
のはたった2ひきしかいなかったので答えが本
当なのかあまり自信がない。ぜんぜん食べな
かった幼虫をもっとたくさん集めて成長の仕
方を調べてみないとはっきりしたことはわか
らないと思う。

（4）問題４
ふかしたばかりの幼虫は、自分のから以外
のからを食べるのか。
〈予想と方法〉

自分のから以外のからはにおいが何かで区
別がつけられるから食べないと思う。
ふかしたばかりの幼虫の卵のからをとり、

別の幼虫のたまごのからを食べさせる。
〈結果と考察〉
２ひき実験した。ふかしたばかりの幼虫の

目の前に別の卵をおいてみたけどいやがって
すぐに反対の方を向いてしまった。何回も目
の前に別の卵をおいてみたけど同じようにす
ぐに反対の方を向いた。けっきょく２ひきと
も一口も食べなかった。
２ひきともまったく食べなかったので他の

からは食べないことがわかった。それどころ
か1回からをとったら自分のからまで食べなく
なってしまった。人がさわったからには、あ
せやにおいやしもんがついてしまったので食
べなかったのか、それとも一度たべることを
やめてしまったらもう２度と食べなくなって
しまうのかどちらかだと思う。

（5）問題５
ふかしたばかりの幼虫から、だっぴを4回し

てサナギになるまでの成虫の仕方のきまりを
見つけたい。
〈予想と方法〉
３年生のアゲハの研究から考えると、だっ

ぴをするごとに大きくなり色が茶色から緑に
変わっていくと思う。サナギになるまでは、
大きさが４倍ぐらいになると思う。
問題３の結果をだっぴごとの日数と大きさ

の変化が一目でわかるようにおれ線グラフに
して成長のきまりを見つける。
〈結果と考察〉
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